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第14回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

令和７年12月11日(木曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前11時44分閉会 

――   ――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

(1)高速交通体系について 

(2)熊本都市圏交通について 

――   ――――――――――――― 

出 席 委 員（15人） 

        委 員 長  橋 口 海 平 

        副委員長 松 村 秀 逸 

        委  員 前 川   收 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 中 村 亮 彦 

        委  員 城 戸   淳 

        委  員 坂 梨 剛 昭 

        委  員 南 部 隼 平 

        委  員 立 山 大二朗 

        委  員 星 野 愛 斗 

欠 席 委 員（なし）    

委員外議員（なし） 

―――――――――――――――    

説明のため出席した者 

企画振興部 

         部 長 富 永 隼 行 

交通政策・統計局長 坂 本 弘 道 

交通政策課長 牧 野 記 大 

空港アクセス鉄道整備推 

進課長  宮 原 尚 孝 

土木部 

                 部 長 菰 田 武 志 

道路都市局長 奥 山 和 弘 

道路整備課長 大 和 勇 紀 

首席審議員 

兼都市計画課長 高 橋 慶 彦 

警察本部 

交通部長 合 瀨 勝 彦 

交通規制課長 大 薮   浩 

                    

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 都 冨 真 一 

     政務調査課主幹 内 布 志保美 

                    

  午前９時59分開議 

○橋口海平委員長 皆さん、おはようござ

います。 

 ただいまから、第14回高速交通ネットワ

ーク整備推進特別委員会を開催します。 

 なお、本日の委員会に１名の傍聴の申出

がありましたので、これを認めることとい

たします。 

 本委員会はインターネット中継が行われ

ます。委員並びに執行部におかれまして

は、発言内容が聞き取りやすいよう、発言

の際はマイクを自分の口元にしっかり向け

て、明瞭に御発言いただきますようお願い

いたします。 

 それでは、付託事件の審査に入ります。 

 まず、富永企画振興部長から総括説明を

お願いします。 

 

○富永企画振興部長 おはようございま

す。 

 委員会の開会に当たりまして、執行部を

代表して御挨拶を申し上げますとともに、

本委員会の付託案件の概要について御説明

いたします。 

 まず、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 国が進める南九州西回り自動車道の芦北

出水道路において、熊本、鹿児島の県境を
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またぐ橋梁の橋桁がつながり、今月７日に

連結式が開催されました。 

 さらに、中九州横断道路大津熊本道路の

大津西から合志間において、今月21日に着

工式が開催され、今後、工事が本格化する

こととなります。 

 今後も引き続き、高規格道路の早期整備

に向けて取り組んでまいります。 

 次に、阿蘇くまもと空港についてでござ

います。 

 国際線につきましては、現在、４路線、

週37便が就航しているところですが、今月

23日から、新たに台湾の航空会社タイガー

エアによる熊本―台南線、熊本―高雄線が

それぞれ週２便就航いたします。 

 台南線は、熊本県にとって初の路線であ

り、また、台湾路線初のＬＣＣによる運航

となることから、熊本から台湾への選択肢

がさらに広がります。 

 次に、空港施設につきましては、現在、

熊本国際空港株式会社において、国際線の

受入体制の拡大のため、出発荷さばき場ベ

ルトコンベアの改修やチェックインカウン

ターの増強について、2025年度中の供用開

始を目指し、取組を進められています。 

 今後も、熊本国際空港株式会社と連携

し、さらなる航空ネットワークの拡大及び

空港の利便性向上に努めてまいります。 

 次に、空港アクセス鉄道についてでござ

います。 

 空港アクセス鉄道の運行形態について、

上下分離方式を採用したことから、現在、

整備主体となる第三セクター等の設立に向

け、法人形態や収支採算性の検討を進めて

います。 

 また、今月21日から23日には、大津町、

益城町において、都市計画素案に係る住民

説明会の開催を予定しています。 

 今後も引き続き、鉄道事業許可申請に向

け、国への財政支援の要望や必要な事務手

続を着実に実施し、取組を進めてまいりま

す。 

 次に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 都市圏交通の将来ビジョンである都市交

通マスタープランについては、先月開催し

ました熊本都市圏総合交通計画協議会にお

いて、その素案の内容について御審議いた

だきました。 

 今後、パブリックコメントを実施した上

で、今年度中に新たなマスタープランを策

定することとしております。 

 また、本県にとって望ましい公共交通の

姿を示す熊本県地域公共交通計画につい

て、現行の計画は今年度末で計画期間の満

了を迎えることから、現在、令和８年度以

降の新たな計画策定を進めております。 

 人口減少が見込まれる中でも、将来にわ

たって安定的かつ継続的に利用できる公共

交通を目指し、市町村や事業者等と協議し

ており、年度内に次期計画を策定すること

としております。 

 都市圏の渋滞対策については、先月、木

村知事と熊本市の大西市長とのトップ会談

を実施し、渋滞対策の取組状況などについ

て、トップ同士で忌憚なく意見交換を行い

ました。 

 来週18日には、令和７年度第２回渋滞解

消推進本部会議の開催を予定しており、渋

滞対策の今後の取組などについて協議し、

分かりやすく県民の皆様に情報を発信して

いきたいと考えております。 

 また、本年９月には、１万人のオフピー

ク通勤と題し、熊本県渋滞対策パートナー

登録事業者を中心に、官民連携による１万

人規模での時差出勤等の取組を実施するこ

とができました。 

 引き続き、都市圏の渋滞解消に向けた取

組を推進してまいります。 

 以上、概要を御説明いたしましたが、詳
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しくは担当課長から説明を申し上げます。 

御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○橋口海平委員長 それでは、事業概要等

の説明を求めた後、質疑を受けたいと思い

ます。 

 委員会の運営を効率的に行うため、説明

は、着座のまま簡潔にお願いいたします。 

 では、執行部から説明をお願いいたしま

す。 

 

○大和道路整備課長 道路整備課でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

 お手元の本委員会資料につきましては、

全体で72ページとなっており、変更した箇

所を中心に説明させていただきます。 

 なお、変更部分につきましては、資料に

アンダーラインを引いておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、資料の６ページをお願いいた

します。 

 九州縦貫自動車道についてでございま

す。 

 現状の欄をお願いいたします。 

 最下段の丸、１ポツ目ですが、坂本パー

キングエリアにおいて、国土交通省からス

マートインターチェンジの必要性を確認さ

れ、先月５日に国直轄による準備段階調査

に着手されることが発表されました。 

 県としましても、国の調査の状況を踏ま

えながら、関係機関と連携し、取り組んで

まいります。 

 ８ページをお願いいたします。 

 南九州西回り自動車道についてでござい

ます。 

 現状の欄をお願いします。 

 ３つ目の丸の３ポツ目ですが、企画振興

部長からも説明がございましたが、芦北出

水道路につきましては、熊本、鹿児島の県

境をまたぐ境川橋の橋桁がつながり、今月

７日に連結式が開催されております。 

 13ページをお願いいたします。 

 中九州横断道路です。 

 こちら、現状の欄をお願いいたします。 

 ５つ目の丸の２ポツ目ですが、大津熊本

道路の大津西から合志間につきまして、今

月21日に着工式の開催が予定されていま

す。 

 14ページをお願いいたします。 

 ２つ目の丸ですが、大津西インターから

下硯川インター間の有料道路事業導入に向

けまして、先月10日に熊本県都市計画審議

会の議を経まして、先週５日に都市計画決

定をいたしました。 

 引き続き、早期整備に向けた有料道路事

業の導入を国に求めてまいります。 

 19ページをお願いいたします。 

 熊本都市圏の新たな高規格道路です。 

 21ページの現状の欄をお願いいたしま

す。 

 １ポツ目ですが、現在、５月20日から８

月31日にかけて実施いたしました地域と道

路の課題に関する意見聴取の結果につい

て、分析を進めております。 

 この分析と併せまして、技術的な観点か

ら、渋滞緩和効果や地域産業への波及効果

に加え、工事中や供用後の住民生活や自然

環境への影響、さらに、事業費や施工性、

構造条件などについて、仮想的にルートを

想定しながら、多角的な視点で検討を行っ

ております。 

 表の下には、意見聴取の方法や回答状況

をまとめております。 

 県内外の企業や住民の皆様に対して、様

々な手法で実施した結果、合計で１万9,15

3件に上る回答をいただくことができまし

た。 

 22ページをお願いいたします。 

 上の表に、回答者の内訳をまとめており
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ます。 

 10代から70代まで幅広い年代の方から御

回答いただき、男女ともほぼ半々と、偏り

なく御意見をいただくことができたと考え

ております。 

 下の表には、地域と道路の課題に関する

アンケート結果を示しております。 

 交通混雑が発生し、日常的な移動に時間

がかかる、時間が読めないと感じるとの設

問には、約９割の方がそう思う、ややそう

思うと、また、空港から観光施設あるいは

観光施設間のアクセス性が悪いと感じると

の説明につきましても、８割の方がそう思

う、ややそう思うとの回答をいただいたと

ころでございます。 

 これらの回答を踏まえ、今後、有識者委

員会の助言をいただいた上で、政策目標を

決定してまいります。 

 23ページをお願いいたします。 

 今後の取組の欄でございますが、２つ目

の丸の１ポツ目ですが、政策目標を決定し

た上で、技術的検討も踏まえ、合理的かつ

実現可能な複数のルート帯の案の提示に向

けまして、引き続き検討を進めてまいりま

す。 

 25ページをお願いいたします。 

 (3)の建設促進活動です。 

 各路線の要望活動を記載しております。 

 ９月の本委員会以降の主な活動内容につ

いて御報告させていただきます。 

 まず初めに、①の九州中央自動車道で

す。 

 10月９日に、期成会、沿線議会期成会、

民間協議会合同によりまして、熊本河川国

道事務所に対して、また、９日から10日に

かけまして、熊本、宮崎両県期成会、沿線

議会協議会、民間協議会合同によりまし

て、九州地方整備局及び国土交通本省、財

務省及び県選出国会議員に対して提言活動

が行われております。 

 また、10月23日に、東京におきまして、

熊本県、県議会、九州横断道路建設促進議

員連盟、九州中央自動車道建設促進期成会

合同によります建設促進大会を開催し、国

土交通省、県選出国会議員に要望活動を行

いました。 

 御参加いただきました皆様におかれまし

ては、早朝から誠にありがとうございまし

た。 

 そして、11月４日には、熊本、宮崎両県

の協議会として、熊本県副知事、宮崎県知

事、副議長、民間経済団体の皆様と、財務

省、国土交通省及び自民党本部に提言活動

を行っております。 

 また、来年１月19日には、九州中央３県

議員連盟の総会が宮崎市で予定されている

ところでございます。 

 26ページをお願いいたします。 

 ②の南九州西回り自動車道です。 

 10月１日に、地元の県議会議員の皆様と

期成会によりまして、九州地方整備局に、

また、10月7日から８日にかけまして、期

成会により、財務省、国土交通省及び県選

出国会議員に対して要望活動が行われてお

ります。 

 10月22日には、熊本、鹿児島両県、両県

期成会、県南振興議員連盟の皆様によりま

す九州地方整備局に対する要望活動を行い

ますとともに、11月５日には、熊本、鹿児

島両県、両県期成会、県南振興議員連盟に

より建設促進大会を開催し、財務省、国土

交通省、両県選出国会議員に対して要望活

動を行っております。 

 27ページをお願いいたします。 

 ③の中九州横断道路です。 

 10月９日に、期成会により、熊本河川国

道事務所に、また、同日９日に、熊本、大

分両県の期成会により、九州地方整備局に

対して要望活動が行われております。 

 10月14日に、熊本、大分両県協議会とい
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たしまして、両県知事を筆頭に、県議会副

議長、民間経済団体の皆様と、財務省、国

土交通省及び県選出国会議員に提言活動を

行っております。 

 11月６日から７日にかけましては、知

事、熊本市長により、国土交通省、県選出

国会議員に有料道路事業の導入についての

要望活動を行っているところでございま

す。 

 28ページをお願いいたします。 

 11月７日に、熊本、大分両県期成会によ

り、財務省、国土交通省、県選出国会議員

への要望活動が行われております。 

 また、12月25日には、熊本県と大分県、

熊本、大分両県期成会主催による初の開催

となります、中九州横断道路広域シンポジ

ウムを竹田市で開催を予定しているところ

でございます。 

 来年１月19日に行われます九州中央３県

議員連盟の総会につきましては、先ほど御

説明いたしました九州中央自動車道と同じ

になります。 

 次に、④の熊本天草幹線道路です。 

 10月25日に、天草市におきまして、熊本

天草幹線道路の早期完成を求める天草島民

集会が開催されております。 

 また、11月26日から27日にかけまして、

期成会により、国土交通省及び県選出国会

議員に対して要望活動が行われておりま

す。 

 29ページをお願いいたします。 

 ⑤の有明海沿岸道路です。 

 11月４日に、東京におきまして、熊本

県、県議会、有明海沿岸インフラ整備３県

議会連絡会議熊本県議員連盟、有明海沿岸

道路建設促進熊本県期成会合同によります

建設促進大会を開催し、国土交通省、県選

出国会議員に対して要望活動を行いまし

た。 

 御参加いただきました皆様には、早朝か

ら誠にありがとうございました。 

 30ページをお願いいたします。 

 ⑥の熊本都市圏３連絡道路についてで

す。 

 11月６日から７日にかけまして、知事、

熊本市長、民間経済団体と、国土交通省及

び県選出国会議員に要望活動を行っており

ます。 

 ⑦のその他国等への要望活動につきまし

ては、11月４日、５日、７日にかけまし

て、県全体の要望活動として、関係省庁、

自民党本部に対して、国の施策等による提

言活動を行っております。 

 以上が建設促進活動となります。 

 今後とも、委員の皆様のお力添えをいた

だきながら、県内の道路整備の必要性をし

っかりと国に訴え、予算の獲得、各路線の

整備推進に取り組んでまいりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 道路整備課は以上でございます。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 資料31ページをお願いいたします。 

 航空路線の利用促進についてでございま

す。 

 まず、31ページ、空港の旅客数の状況に

ついて、昨年度までの数字を記載しており

ます。前回と同様でございます。 

 32ページをお願いいたします。 

 上段に、直近の空港の月別旅客数を記載

してございます。 

 ４月から10月までの期間では、国内線に

つきましては、前年度とほぼ同程度のペー

スで推移をしている状況でございます。 

 また、国際線につきましては、就航便数

が増加をいたしましたことから、前年度に

比べますと、７か月平均で約1.7倍、おお

むね月間４万人から６万人前後の数値で推

移をしているという状況でございます。 
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 続きまして、33ページをお願いいたしま

す。 

 国内線の振興についてでございます。 

 現状でございますけれども、令和７年４

月から10月の有償旅客数は、対前年度比で

99.2％という状況でございます。 

 その下、参考４の表で、個別の路線別の

旅客数と利用率を記載してございますけれ

ども、東京線につきましては、羽田、成田

合わせまして78.1％、それから、大阪線が

74.1％、名古屋線が84.3％、全体で77.4％

という数値になってございます。 

 資料35ページをお願いいたします。 

 次に、国際線の振興についてでございま

す。 

 こちらのページでは、国際線全般の現状

について記載をいたしてございます。 

 資料36ページをお願いいたします。 

 国際線の最近の動きでございますけれど

も、資料上から３つ目の丸でございます。

冒頭部長より言及もございましたけれど

も、タイガーエア台湾が、12月23日から、

台南線、それから高雄線をそれぞれ週２便

の連続チャーター便として運航することを

決定いたしております。 

 次に、その下、４つ目の丸から最後の丸

まででございますけれども、いずれも10月

26日の冬ダイヤからの増便、運休の情報を

まとめて記載をいたしてございます。 

 まず、アシアナ航空のソウル線でござい

ますが、10月26日から運休となっておりま

す一方、大韓航空のソウル線につきまして

は、同日から週３便から週７便、デイリー

運航に増便という形になってございます。 

 また、その下の丸でございますが、香港

航空の香港線につきましては、本年６月か

ら欠航していたところでございますが、10

月26日以降の冬ダイヤにつきまして、引き

続き運休という状態になってございます。 

 一番下の丸でございますけれども、中国

東方航空の上海線、こちらも運休というこ

とになってございます。 

 今後の対応といたしましては、国際状況

もございますので、慎重に見極めながら航

空ネットワークの拡大に努めてまいりたい

と考えてございます。 

 参考１の表で、国際線全体の運航状況も

記載してございます。 

 本日時点で、12月23日から就航が発表さ

れておりますタイガーエア台湾の台南線、

高雄線を反映した数といたしましては、全

体で５路線、週41便ということでございま

す。 

 40ページをお願いいたします。 

 今後の取組の２つ目ということで下線を

引いてございますけれども、路線の維持を

図っていくためにはインバウンドのみなら

ず、アウトバウンドの利用促進も重要と認

識しておりまして、令和７年11月から、本

県から初めて海外旅行に出かける方を応援

するためのパスポートの取得支援、それか

ら、本県の就航地から乗り継ぎ便を利用い

ただくトランジットで海外に行かれる方を

応援するキャンペーンを実施中でございま

す。 

 今後も引き続き、国際線の課題でありま

すアウトバウンド、熊本から海外に出国さ

れる方、旅行に行かれる方の利用促進につ

きまして、県内の旅行会社、それから報道

機関と連携しながら、積極的に取り組んで

まいります。 

 航空路線の利用促進につきましては以上

でございます。 

 44ページをお願いいたします。 

 空港施設の整備の状況でございます。 

 今年11月でございますけれども、旅客タ

ーミナルの１階に新たに「ドラッグストア

マツモトキヨシ」が開業している旨記載を

してございます。 

 47ページでございます。 
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 阿蘇くまもと空港のＰＲということで記

載をさせていただいておりますが、上から

７つ目の丸でございます。 

 今年７月26日から12月14日まで、台湾の

桃園国際空港において、熊本県、それから

阿蘇くまもと空港をＰＲするイベントが開

催されております。これは、昨年10月に両

空港間で連携協定が締結されたことを契機

に、今回初めて開催されたものでございま

す。 

 次の丸でございますけれども、今年11月

22日から24日まで、阿蘇くまもと空港にお

きまして、台湾と桃園国際空港をＰＲする

イベントが開催されております。これは、

桃園国際空港で開催された、先ほど言及し

たイベントと同様に、両空港間の連携協定

を契機に開催されたものでございます。 

 その次の丸でございますが、今年10月15

日から来年３月15日まで、空港の魅力向上

ですとか、国内外から熊本への誘客促進を

図るということで、期間限定で空港の愛称

を「阿蘇くまモン空港」に変更いたします

「カモン！くまモン！阿蘇くまモン空港キ

ャンペーン」を開催中でございます。 

 阿蘇くまもと空港の様々なエリアにくま

モンの装飾ですとかフォトスポットの設

置、特に今回の取組では、空港入り口の立

て看板の１つや滑走路側のサインの下に阿

蘇くまモン空港と表記するなど、空港を訪

れた瞬間からくまモンを感じていただける

ような空間を演出しているという状況でご

ざいます。 

 続きまして、資料の51ページをお願いい

たします。 

 空港ライナーの運行についてでございま

す。 

 空港ライナーにつきましては、空港利用

者の増大に伴い、利用ニーズも高まってい

る状況でございまして、令和６年度には過

去最高の利用者数を記録しておりますけれ

ども、今年度も利用者の増加傾向は続いて

おりまして、10月時点で９万2,000人余り

が利用されており、１日当たりの利用者

も、前年度を上回っているという状況でご

ざいます。 

 空港までのアクセス手段として定着をし

ているということも踏まえまして、安全輸

送や定時性の確保に向けて、さらなる取組

を進めてまいりたいと考えてございます。 

 71ページをお願いいたします。 

 交通渋滞解消の関係のうち、時差出勤、

それからテレワークなどの通勤行動変容の

促進について記載しています。 

 今年５月に、官民連携による時差出勤な

どの取組の県民運動化に向けて、通期行動

の変容、それから公共交通の利用促進に取

り組む企業の皆様等を登録します熊本県渋

滞対策パートナー登録制度を創設いたしま

して、５月８日から９月30日までの約５か

月間で、275社の企業等の皆様に御参画い

ただきまして、時差出勤、テレワーク、公

共交通機関の利用促進等の取組を実施した

ところでございます。 

 また、９月１日から９月30日までの１か

月間を１万人のオフピーク通勤と題しまし

て、県、熊本市の職員、パートナー企業等

の皆様の官民連携による１万人規模での時

差出勤などの取組をしてきたところでござ

います。 

 11月25日時点の速報値ですが、官民合わ

せて１日平均１万687人が時差出勤、テレ

ワークに取り組みまして、うち県職員につ

きましては、1,467人が取組を実施してき

たところでございます。 

 本取組につきましては、現在、効果検証

の関係を外部委託してございまして、デー

タに基づく効果検証を進めているところで

ございます。検証が完了次第、結果を分か

りやすい形で県民の皆様に公表、発信をし

てまいりたいと考えてございます。 
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 続きまして、別にお配りをしています、

右上に別添資料１と記載をしています熊本

県地域公共交通計画(骨子)を御覧いただけ

ればと思います。 

 熊本県地域公共交通計画、こちら、既存

の現行の計画がございますけれども、計画

期間が今年度末で満了いたしますことか

ら、令和８年度以降の新たな計画を策定す

ることとしておりまして、現在、地域公共

交通の利便性の向上などに向けた具体的な

取組の方向性について、市町村や交通事業

者、有識者が参画いたします熊本県地域公

共交通協議会において議論しているところ

でございますけれども、このたび計画の骨

子を取りまとめましたので、御報告いたし

ます。 

 まず、上段の１つ目のダイヤのマークの

部分でございますけれども、この熊本県地

域公共交通計画、本県にとって望ましい公

共交通の姿を明らかにするマスタープラン

といたしまして、国の地域公共交通活性化

法などに基づき、県、市町村、交通事業者

などと協議の上、策定をするものとなって

ございます。 

 本県の公共交通を取り巻く環境につきま

しては、皆様御承知おきのことと思います

けれども、現計画を策定した５年前と比較

しても、大きく変化しているという状況で

ございます。 

 令和３年に全国に先駆けましてバス事業

者５社による共同経営推進室が発足をいた

しまして、路線バスの重複区間の最適化、

それから共通定期券の導入など、生産性、

利便性の向上を図られてきた一方で、やは

り運転士の不足がさらに深刻化をしている

というところ、それに伴いまして交通空白

地も発生をしている、半導体産業の集積に

伴いまして、熊本都市圏を中心とした渋滞

の深刻化といったところも新たな課題とし

て直面しているということでして、行政や

それぞれの交通事業者の方、その垣根を越

えて連携して取り組む必要性がますます高

まっていると認識しています。 

 そこで、２つ目のダイヤのマークの部分

でございますけれども、令和３年策定した

現計画、この期間満了に伴いまして、次期

計画におきましては、現計画において不足

をしていた各モードに求められるサービス

水準の設定、それからモード間の連携、さ

らには、供給力の強化、利便性の向上に向

けた行政による投資方針の観点を明確化す

るほか、くまもと新時代共創基本方針や総

合戦略に位置づけられた渋滞の解消、地域

の移動手段の確保、さらには交通連合の実

現に向けた検討などの取組を反映いたしま

して、新たに計画として取りまとめること

を考えているところでございます。 

 計画の骨子の概要を説明いたします。 

 まず、対象地域でございますけれども、

県内全域ということで、計画期間を令和８

年からの５年間でございます。 

 次に、将来の地域社会のビジョンと目指

す公共交通網の姿でございますけれども、

基本方針、総合戦略に記載された、それぞ

れ、こどもたちが笑顔で育つ熊本、世界に

開かれた活力あふれる熊本、いつまでも続

く豊かな熊本とひもづける形で、あるべき

交通網の姿を掲げてございます。 

 こうした公共交通網を実現することで、

資料の中央に記載していますけれども、誰

一人取り残されず、マイカーに頼らずに、

行きたいときに行きたいところへ不自由な

くアクセスできる社会の構築を目指したい

ということをうたわせていただきたいと考

えています。 

 資料の左下の計画の目標ですけれども、

次の計画では、全ての交通モードを熊本都

市圏や高頻度で輸送するような路線、都市

圏幹線と地域の拠点と拠点を結ぶような地

域幹線、それから市町村の生活の移動の手
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段として非常に重要なコミュニティー交

通、この３つの類型に分けまして、それぞ

れ求められるサービス水準を設定すること

としてございます。 

 こうしたサービス水準を実現することを

計画の目標として今回位置づけたいという

考えでございます。 

 また、資料右下には、計画の目標達成に

向けた進捗を図るために設定を予定してお

りますＫＧＩ、こちら重要目標達成指標と

言いますけれども、それから、ＫＰＩ、重

要業績評価指標、ＫＧＩのほうが中長期的

な目標の進捗を図るもの、ＫＰＩについて

は、各年度、毎年度進捗を確認するものと

いうイメージでございますが、記載をして

ございます。 

 この中で、特に、公共交通のサービス水

準をきちんと引き上げていくというほか、

また、公共交通の分担率を２倍に引き上げ

るということもうたいたいと考えてござい

ます。 

 では、裏面をお願いいたします。 

 こちらには、計画の基本的な方針とその

方針に基づき実施する事業の現時点でのイ

メージを記載してございます。 

 事業のイメージ、細々記載してございま

すけれども、方針としては３つでございま

して、１つ目は、県内の既存の交通資源の

総点検と最高効率での活用の追求というこ

とで、県内の活用可能な全ての輸送資源を

精査いたしまして、資源の共有、再配置を

はじめとする最大効率での活用を追求した

いということでございます。 

 方針の２つ目は、その１つ目の方針で実

施してもなお足らざる部分について、交通

基盤、人材、新技術などに対する投資を通

じまして、公共交通の供給力、それから利

便性を引き上げていくということをやって

まいりたいと考えています。 

 最後、３つ目といたしましては、以上申

し上げた２つの方針に基づく取組を戦略的

に推進するための必要な体制、それから財

源の確保についても、きちんとこの計画期

間中に検討を進めていくということでござ

います。 

 これらの方針に向けまして、公共交通の

構築に向けて、記載のとおり、今後さらに

検討を深めていきたいということでござい

ます。 

 今後、パブリックコメントも踏まえつ

つ、また、協議会での検討を踏まえて、２

月の定例会におきましては、計画素案の概

要を報告させていただきたいと考えていま

す。 

 交通政策課は以上でございます。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 空

港アクセス鉄道整備推進課です。 

 48ページをお願いいたします。 

 (3)空港アクセス改善についてでござい

ます。 

 49ページ、今年度の主な取組の経過につ

きまして御説明をさせていただきます。 

 資料50ページをお願いいたします。 

 １つ目の丸でございますが、本年10月、

知事とＪＲ九州の古宮社長が、空港アクセ

ス鉄道整備及びＪＲ豊肥本線輸送力強化に

係る共同記者会見を行いました。 

 会見では、空港アクセス鉄道の運行形態

は上下分離方式を採用することや、県とＪ

Ｒが協力し、ＪＲ豊肥本線の輸送力強化に

取り組むこと等を報告しております。 

 次に、２つ目の丸でございます。 

 国の施策等に関する提案・要望活動にお

いて、鉄道整備を地域産業構造転換インフ

ラ整備推進交付金の対象とするなど、空港

アクセス鉄道の整備及びＪＲ豊肥本線の輸

送力強化に対する最大限の財政支援を要望

しております。 

 続きまして、３つ目の丸でございます
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が、県民の皆様の理解を深めるための各種

広報活動としまして、ＪＲ熊本駅や熊本市

中心部の街頭ビジョンでの広報動画の上映

やＪＲの車両内や駅などでのポスター等の

広告掲出などに取り組んでおります。 

 引き続き、県民の皆様への周知広報や機

運醸成を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、今後の取組でございます。 

 ４つ目の丸でございますが、今月末に、

関係町におきまして、都市計画素案に係る

住民説明会を予定しております。 

 この説明会では、肥後大津駅から阿蘇く

まもと空港までの鉄道のルートを線のルー

トとしてお示しすることとしております。

事業の推進に御理解、御協力いただけます

よう、丁寧な説明に努めてまいりたいと考

えております。 

 空港アクセス鉄道整備推進課は以上でご

ざいます。 

 

○高橋首席審議員兼都市計画課長 56ペー

ジをお願いいたします。 

 都市圏交通の将来ビジョンでございま

す。 

都市交通マスタープランについてでござ

います。 

 １つ目の丸をお願いします。 

 先月26日に、熊本都市圏総合交通計画協

議会第７回委員会を開催し、新たな都市計

画と都市交通マスタープランの素案につい

て御審議をいただきました。 

 素案には、渋滞緩和の目標としまして、

年間の公共交通の利用者数を２倍に増やす

ことや主要渋滞箇所を半減することを掲

げ、その目的を達成するための提案施策を

明示しております。 

 今後の取組といたしましては、今月末か

ら来年１月末にかけてパブリックコメント

を実施した上で、今年度中に新たなマスタ

ープランを策定することとしております。 

 なお、素案の概要につきましては、後ほ

ど別添資料にて改めて御説明を差し上げま

す。 

 69ページをお願いします。 

 渋滞解消推進本部についてでございま

す。 

 １つ目の丸をお願いします。 

 県では、昨年６月に、熊本都市圏の渋滞

解消を目的に、渋滞解消推進本部を設置し

ました。 

 これまでの本部会議において、渋滞対策

の取組状況やその効果などについて情報発

信を行ってきました。 

 70ページをお願いいたします。 

 ページ中段、下線が引かれている箇所を

御覧ください。 

 先月20日に、知事と熊本市の大西市長の

トップ会談を実施し、交差点改良の取組状

況や熊本西環状道路の開通状況、第二空港

線の渋滞対策、１万人のオフピーク通勤の

実施状況等について意見交換を行いまし

た。 

 今後の取組としましては、冒頭企画振興

部長からもありましたとおり、来週18日に

は、今年度２回目の渋滞解消推進本部会議

の開催を予定しております。 

 渋滞対策の取組状況について、分かりや

すく県民の皆様に情報発信していきたいと

考えております。 

 続きまして、別添資料２の交通マスター

プランの策定状況についてを御覧くださ

い。 

 本年度の策定を予定しております都市交

通マスタープランについては、先日の熊本

都市圏総合交通計画協議会において公表し

ました素案の概要について、改めて御説明

させていただきます。 

 １ページをお願いします。 

 ここでは、ページ上段の①②で熊本都市
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圏の都市交通マスタープランやパーソント

リップ調査などの基本的な内容を記載して

おり、中段以降に、③都市圏交通の現状と

課題について取りまとめてございます。 

 その③、熊本都市圏交通の現状と課題に

つきまして、(1)都市圏人口の動向では、

計画の目標年次であります令和27年の熊本

都市圏の人口は、令和２年と比較して約５

万4,000人減少すること、(2)慢性化する交

通渋滞では、県内には主要渋滞箇所が多数

存在しており、その中でも熊本市は３大都

市圏を除く政令指定都市ではワースト１位

であること、右側の(3)公共交通のサービ

ス低下、利用低迷では、公共交通利用者数

が約10年前の第４回ＰＴ調査に比べ減少し

ていることについて記載しております。 

 ２ページをお願いします。 

 ここでは、上段に、④将来交通計画、右

下に、⑤モニタリングによる計画の推進に

ついて記載しております。 

 まず、④将来交通計画につきまして、

(1)都市交通の将来像では、都市圏の成長

とともに、公共交通の利便性を高め、利用

を増やして渋滞を減らし、誰もが安易に移

動しやすいまちへをコンセプトとすること

としております。 

 次に、(2)計画の目標では、年間の公共

交通利用者数と公共交通手段分担率を２倍

にすることや、主要な渋滞箇所数や渋滞に

巻き込まれることで発生する損失時間を半

減することなど、具体的な目標値を設定し

ております。 

 また、(3)将来交通計画の方針では、自

動車やバスの流れをよくし、公共交通への

転換を促し、交通を分散させる仕組みを公

共交通施策と道路施策の両輪で進めていく

こととしております。 

 右側の(4)主な提案施策では、先ほどの

目標を達成できるように、公共交通、道

路、それぞれの施策について記載しており

ます。 

 公共交通施策については、阿蘇くまもと

空港アクセス鉄道や豊肥本線の輸送力強

化、バスレーンの整備など、道路施策につ

いては、中九州横断道路や都市圏３連絡道

路、セミコン関連の道路など、詳細につい

ては次ページに取りまとめております。 

 (5)提案施策に期待される効果では、こ

れら施策が実現した場合の効果を定性的、

定量的にそれぞれ示しております。 

 例えば、熊本駅から阿蘇くまもと空港ま

ではバスでも鉄道でも行けるようになり、

バスの時間は短縮されること、熊本市中心

部からセミコンまでの自動車の所要時間が

短縮されることについて記載しておりま

す。 

 最後に、(5)モニタリングによる計画の

推進につきまして、都市交通マスタープラ

ン策定後に、その実行計画としてアクショ

ンプランを策定します。より計画の実効性

を高めるため、モニタリング機関を設置

し、施策の進捗状況や効果検証を行うこと

について記載しております。 

 ３ページ、４ページにつきましては、先

ほど御説明いたしました提案施策につい

て、公共交通、道路、それぞれの施策とそ

の位置図について示しております。 

 都市計画課からは以上です。 

 

○大薮交通規制課長 交通規制課でござい

ます。 

 別添資料の３をお願いいたします。 

 菊池南部地域における交通渋滞対策(令

和６年度整備分)の効果検証結果について

御説明いたします。 

 県警察では、菊池南部地域の交通渋滞対

策として、信号機の集中制御化や車両の交

通量などを自動的に収集する光ビーコン・

車両感知器を整備することで、信号制御の

最適化を行っております。 
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 今回、１、概要に記載のとおり、令和６

年度事業で整備いたしました信号機の集中

制御化や光ビーコンなどの効果について、

２、対象路線に記載しております５つの路

線を選定しまして、検証を行っておりま

す。 

 検証期間、内容につきましては、３に記

載のとおり、本年２月から９月までの間

に、整備の前後における任意の１日を設定

いたしまして、朝夕の時間帯において、往

路、復路を実際に車両を走行させて、所要

時間の平均値を比較しております。 

 次ページをお願いいたします。 

 検証結果は、地図を基に説明いたしま

す。赤い線で示しておりますのが、今回検

証しました５つの路線となります。 

 同路線における進行方向別、朝・夕の別

ごとに、合計20種類の結果を吹き出し内に

記載しております。 

 結果、全体を見ますと、20種類のうち６

割に当たる12種類において、所要時間が短

縮しております。しかし、残る８種類が増

加したというような状況になっておりま

す。 

 整備エリアのうち、南部にあります国道

57号、路線５ですとか、西部を南北に走り

ます路線４につきましては、所要時間がほ

ぼ短縮しておりますけれども、中央部を東

西に走ります県道大津植木線の路線１、そ

して、その路線に通じます路線２と路線３

におきましては、朝の時間帯における所要

時間の増加が目立つ結果となりました。 

 増加の要因につきましては、明確に特定

することは困難でありますけれども、これ

まで行っておりました信号制御の最適化で

すとか交差点の改良、あと時差出勤の推進

などによりまして、交通の量や流れ、これ

が変化するなど、様々な要因が影響したも

のと考えているところです。 

 特に、エリア、中央部にあります県道大

津植木線の交通量が増加していることが確

認されますので、外周の路線が流れやすく

なりまして、同路線のほうに車両が集中し

て負荷がかかり、所要時間の短縮につなが

らなかったものと考えているところです。 

 今後、ＴＳＭＣ第２工場の建設の進展に

よりまして、同路線にまた負荷がかかりま

して交通量が増加することが懸念されます

ので、今後も同路線の交通状況の変化につ

いて注意深く確認し、必要な調整を図りな

がら円滑な流れを確保していきたいと考え

ております。 

 以上のとおり、県警察としましては、既

存の機器に加えまして、今回新たに整備さ

れました機器を最大限に活用しまして、道

路管理者などと連携しながら、交通量の変

化に応じたきめ細やかな信号制御の最適化

を推進し、渋滞対策に取り組んでまいりた

いと考えております。 

 交通規制課からは以上になります。 

 

○橋口海平委員長 執行部からの説明が終

わりましたので、これまでの説明内容につ

いての質疑に入ります。何かありません

か。 

 

○前川收委員 航空路線、それから空港ア

クセス等について少し質問させてもらいた

いと思います。 

 まず、32ページですけれども、熊本空港

の利用状況について御説明をいただきまし

た。 

 軒並み対前年より伸びてくるだろうとい

うような予測もいただきましたし、12月の

20何日からは週40便以上ということで、国

際線の利用も高まると、多くなるというこ

とだと思っています。 

 非常にこういうすばらしい業績、短期間

でこのような業績が出てきているというこ

とについては、高く評価したいと思います
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けれども、この後どういう戦略を持って空

港の利用を進めていくのかということがと

ても大事だろうと思っていまして、その戦

略というのは、これだけ見てもよく分かる

のは、まず、国際線については、明らかな

インバウンド路線だという、先ほどお話も

ございました。そのとおりだろうと思いま

す。 

 これは、アウトバウンドをバランスさせ

ようと思えば、とても無理があるというこ

とでありますから、ビジネス、それから観

光を中心としたインバウンドであれば、イ

ンバウンドで私はいいと思うんですね。 

 台湾線がこれほど伸びているのは、この

理由は私が言わなくても全員お分かりのは

ずです。ＴＳＭＣ、ＪＡＳＭが熊本に進出

してきて工場が動いているということで、

ビジネスとしても台湾とのつながりが非常

に深くなっているという前提で、台湾線が

これだけがっと伸びてきたということだと

思っています。 

 韓国とは、そもそもですね、ゴルフを中

心とした、これもやっぱりインバウンド路

線でありますけれども、それなりにしっか

りと人気もあるし、いっぱい来ていただい

ているということだと思います。 

 ただ、残念ながら、国際情勢の変化があ

ると、どうしてもやっぱり難しくなってし

まうところもあるでしょう。しかし、そう

じゃなくて、そのことも含めてですけれど

も、熊本空港はまだハブ空港と呼べるには

至ってないと思っていますけれども、例え

ば東南アジアを中心とした主要経済都市と

いうものとしっかり結びついていくという

戦略を持ちながら、ターゲットをしっかり

と持って路線の拡張をしながら、なおかつ

誘客をしていくという、例えば、これは私

の個人的な考えですけれども、そういうも

のがかなり充実してくれば、ハブ空港的な

役割というものも生まれてくるんじゃない

かなと思います。 

 そのハブ空港的な役割が生まれてくれ

ば、長距離路線ですね、例えば太平洋を渡

っていく北米ラインとかヨーロッパライン

とか、それは簡単にはいかないんですけれ

ども、それも全く意味がないわけではない

ということだと思いますが、それはやっぱ

りまずその東南アジアの近郊の経済都市、

観光都市等々とどうアクセスをつないでい

くかということのほうが大事で、カナダの

エドモントン空港さんが好意を持っていら

っしゃることはありがたいけれども、そこ

を先にやれという話は、とてもじゃないけ

ど無理だと私は思っていまして、用途が、

需要がないということだと思いますので、

そういった大きな戦略についてお話いただ

きたいということ、これが１つです。 

 それから、国内線についても、まだ伸び

ると思いますけれども、これは相手方の空

港との関わりもあると思いますけれども、

将来的に利用者を伸ばしていくということ

については、やっぱり国内線ももっと充実

させなきゃいけないし、国際線について

も、今言ったように、現状においては韓国

と台湾ということだけ、近隣のお隣さんだ

けという状況ですから、もう少し足を伸ば

して、アジアのハブになれるような形を持

って、それを戦略的に持っていらっしゃる

のかどうなのか、そのことについて１つお

尋ねしたいと思います。 

 それともう１つ、51ページ。これも以前

から大空港構想の中で話をされているＪＲ

豊肥本線を活用した空港ライナーの運行と

いうことについてでありますけれども、年

々利用者数も伸びてきているということ

で、やっぱりそれだけニーズが高まった。

それは、さっきの空港の利用が高まってイ

ンバウンドの皆さん方も多くなってくれ

ば、そういったやっぱり公共交通の利用の

度合いが高まるということを示した数字だ
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ろうなというふうに私は思っております。 

 先ほど説明がありましたアクセス鉄道、

これがいよいよ都市計画を前提とした説明

会が始まるということでありまして、説明

をいただいた内容でいけば、これから約10

年間ぐらいではアクセス鉄道もつなげたい

と、利用できるようにしていくということ

ですね。 

 その目標設定を考えると、このアクセス

鉄道と空港ライナーというのは、非常に相

関関係が強いと私は思っていまして、空港

ライナーは大空港構想の中だから無料です

ということ、これは、これまでその推移で

おっしゃってきたことについて、それが間

違っているとは思いません。しかし、やっ

ぱりアクセス鉄道が現実的な話という形で

目に見えてくる中にあって、アクセス鉄道

と空港ライナーが一緒に動くことは私はな

いんだろうと思います。それはあまり意味

がない。片方はバスでただです、片方は電

車ですと、同じところに目標があるわけで

すから、目的があるわけですから、そうな

ったら、やっぱり空港ライナーの運用の方

針、これは無料かどうかということも含め

て、ソフトランディングでそろそろ、要は

アクセス鉄道に移行していく移行期という

考え方を持ちながら、この中身についても

考えていかなければいけないんじゃないか

なと私は思っておりますけれども、いかが

でしょうか。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 まず１点、今後の航空路線の戦略につい

て、それから空港ライナーの運行の今後の

在り方について御質問いただきました。 

 まず、航空路線の今後の戦略ということ

でございましたけれども、今委員御指摘の

とおり、現状、隣国とのネットワーク、路

線が多くございまして、台湾、韓国を中心

に今飛んでいるという部分でございますけ

れども、御指摘のとおり、やはりそのウイ

ングをより東南アジア方面の経済都市にも

広げていくということで、利用者の皆様が

熊本から東南アジアにも飛んでいただける

ような、より広く、また、その特定の路線

に頼ることなく、そのバランスも含めてや

っていく必要があると考えてございます。 

 直近でも、タイ方面につきましては、働

きかけを行っているところでございまし

て、何とかそこの新規の誘致にも結びつけ

たいというふうに考えていますけれども、

そういったネットワークのバランスを広げ

ていくということは、まず１つやりたいと

考えています。 

 それと併せまして、既存路線の利用につ

きましても、基本インバウンド中心になっ

ているというところがありますので、どう

してもインバウンド側のダイヤで設定され

ている部分もございます。外から来られる

方が使いやすいダイヤというところもござ

いますけれども、当然、なかなかアウトバ

ウンドで全部バランスを仕切るというのは

正直難しい部分もございますが、よりその

路線を複数化していくこと、増便、例え

ば、今、週７便でデイリーで１日１便飛ん

でいただいているところも、２便、３便と

していくことによってその選択肢がより広

がってくるというところもあると思います

ので、当然、その需要も喚起をしながら、

既存路線を厚くしていく、ネットワークの

バランスを広げつつも、既存路線を厚くし

ていくというのを続けていく中で、最終的

には、御指摘いただいたとおり、北米路

線、長距離路線も見えてくるというふうに

考えておりますので、そういった形で取組

を進めていきたいというのが当面の戦略で

ございます。 

 もう１点、空港ライナーの運行について

お尋ねいただきました。 
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 御指摘のとおり、また、御紹介させてい

ただいたとおり、利用者が年々増えている

という状況で、今年度も過去最高を更新す

る勢いという状況でございます。 

 御指摘いただいたとおり、アクセス鉄道

についても、かなり現実性を持って見えて

きているという状況もございます。 

 また、この利用者が伸びている中で、現

行、事業者の方、ジャンボタクシーで運行

いただいておりますけれども、やはり無料

ということもありまして、なかなか待って

並んでいただいていても、その便に乗れず

次の便を待つとか、よりこの輸送力を上げ

ていかなければならない状況、また、委託

を受けていただいている事業者の方も、か

なりコストが厳しくなっているという部分

もお聞きしています。 

 今後、その10年間のアクセス鉄道の関

係、そして開業までのこの間をどうつない

でいくかという工期、この点もきちんと整

理をする必要があると考えていましたの

で、我々といたしましても、有料化も一つ

の選択肢として見据えた上で、今後、在り

方を整理していきたいという考えでござい

ます。 

 交通政策課は以上です。 

 

○富永企画振興部長 私からも意気込みを

発言させていただきたくて、すみません。 

 まず、阿蘇くまもと空港のさらなる発展

ということでございまして、御指摘いただ

きましたとおり、阿蘇くまもと空港、ぜ

ひ、九州において、さらに日本の経済にお

いて貢献できるようなハブ空港を目指して

いきたいというふうに考えております。 

 阿蘇くまもと空港、国際空港株式会社が

設定しております620万人の今後の利用者

数の目標、これを熊本県としてもしっかり

共有して、これを実現するために何ができ

るかということをしっかりやっていきたい

と考えております。 

 現在、台湾と韓国を中心に、ビジネス、

観光需要、これが非常に伸びているところ

でありますけれども、これからしっかりと

国際情勢やそれから地域の経済情勢、東ア

ジアの経済情勢や東南アジアの経済情勢、

そういったものも見極めながら、これから

さらに中距離、長距離の国際線も展開でき

るように、しっかりと分析、それからしっ

かりと情報収集、そしてしっかりコンタク

トを取っていくこともやっていきたいと思

っております。 

 東南アジアにつきましては、農業や産業

の分野、エッセンシャルワーカーの人材交

流、そういった部分におきましては、例え

ば、タイもそうですし、ベトナム、インド

ネシア、そういったところとの交流も極め

て重要になってくると思いますので、東南

アジアのそういったところもしっかりと念

頭に置きながら、国際線の充実、これをや

っていきたいと思っております。 

 それから、国内線も極めて重要でありま

す。東京、大阪の路線、これをさらに充実

したものにしていきたいと思いますけれど

も、現在、物価上昇、そして航空燃料も上

昇する中で、航空会社は、チケット代に上

乗せが難しいというところもありますの

で、なかなか競争が激しいということも聞

いております。 

 さらに、特にＦＤＡやジェットスターな

ど、こういった会社については、競争があ

る中で路線をしっかりと維持、充実してい

くために、県としても、プロモーションな

どしっかりと連携してやっていきたいと考

えております。 

 最後に、空港ライナーと空港アクセス鉄

道、まさに空港アクセス鉄道ができるとい

うことが熊本空港のさらなる発展にとって

極めて大事だと思っておりますので、現

在、空港ライナーなども利用して熊本空港
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を活用していただいている皆さんは、そう

いった利便性もしっかりと維持しながら、

今後の完成時の姿を見据えながら、しっか

り検討を進めていきたいと考えておりま

す。 

 

○前川收委員 ありがとうございます。部

長まで、意気込みまで添えていただき、あ

りがとうございました。 

 多分、一般の県民から見れば、こんなに

やっぱり変わるんだと――内容が分かって

いる人はですよ。熊本空港がこれだけ活力

ある空港になっているというのは、びっく

りなさると思います。特に、県外の方と私

はよくお話をする機会が多いんですけれど

も、今、国際線が週40便飛んでいますよと

言うと、みんな、ええってびっくりなさる

んですね。それは、もちろん空港の皆さん

方の御努力や皆さん方の御努力もあると思

いますが、やっぱりＴＳＭＣが来たという

ことは、非常に大きなインパクトだったろ

うなと思っていまして、その効果というも

のは、非常にこういう部分も含めて出てき

ていると思います。 

 それで、昔のことを思い出すと、国際路

線を維持していかなきゃならないので、乗

っていただければ補助金出しますみたいな

世界で、しっかり各種団体の皆さん方とか

いろんな人たちにお願いして、海外に行っ

てください、行ってくださいってお願いし

て、私たちもそういうチームをつくって、

補助金も頂いて、海外に、無理やりとは言

いませんけれども、かなりそういってやっ

てきたというのは、覚えていらっしゃる方

もたくさんいらっしゃると思います。 

 やっぱりインバウンドがあるということ

が強みです。アウトバウンドを全部バラン

スさせるというのは、ちょっと熊本だけの

市場で考えれば、非常に難しいと思ってい

まして、県外からも熊本空港を使っていた

だくという話であれば別ですけれども、ま

ずはやっぱりインバウンドが来るというこ

とのつなぎをつくっていく、そのために

は、安定的につなぐためには、ビジネス―

―観光もそうでしょうけれども、やっぱり

ビジネスの中でつながりをつくっていく。

これは、もうまさしく台湾と熊本がそうな

っているという現状を見据えながら考えて

いけばいいと思っていますので、それらに

ついてしっかり頑張ってやってください。 

 北米路線は、いただく話はありがたいと

は思いますけれども、それを目指すという

ことじゃなくて、やっぱり足元をしっかり

やるということじゃないと、後でアウトバ

ウンドでバランスをさせてくださいって言

われたら、みんなで北米に行ってください

なんて言えないです。そう簡単ではない。

そういうことも考えてしっかりやっていた

だきたいと思います。 

 それから、やっぱり空港ライナーは、役

割をしっかり果たしてきているし、最初よ

りだんだん伸びてきたというのは、認知度

も含めて、それなりの利用が増えているこ

とはいいことだと思います。 

 ただ、やっぱり、ただであるがゆえにサ

ービスが悪いというのは前から聞いており

まして、結局乗せ切れないで出発なさる

と。それはあんまりいいことじゃないの

で、待っといてあなたまでよっていって、

後はまた次の便に乗ってくださいって言わ

れてしまうという、そういうこともあると

いうことも聞いておりますので、別に高額

の料金を取れと言うつもりはありません

が、将来アクセス鉄道に移行していくとい

うことを考えれば、ランディングしていか

なきゃいけない、合わせていかなきゃいけ

ないという時期に入ってきているんだなと

思っていますので、ぜひ御検討をお願いし

ます。御答弁は結構です。 
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○池田和貴委員 関連していいですか。 

 

○橋口海平委員長 はい。池田委員。 

 

○池田和貴委員 前川先生の質問に関連し

て、また、部長の御答弁もありましたの

で、それに関連してです。 

 熊本空港がハブ空港を目指して頑張って

いきたいということと、東南アジアも含め

ていろいろ考えていきたいということ、こ

れは、私、いいことだと思っていますし、

進めていただきたいと思っているんです

が、もともとアクセス鉄道をやるときに、

先ほどちょっと部長のお話にもありました

が、620万人乗客が増えるような空港にし

ていくのでアクセス鉄道も必要ですよとい

うような話だったと思うんです。 

 そのとき、620万人の内訳が、当初、ま

だ山川部長が企画振興部長をされていたと

きだったと思うんですが、あのときしゃべ

られたとき、もともとは中国本土のいわゆ

る地方都市を路線でつないで620万人だっ

たように私は記憶しているんです。620万

人の内訳です。 

 ただ、当時とは大分違ってきて、当時、

山川部長にも申し上げたんですけれども、

中国とは、いわゆる今回もありましたよう

に、政治的リスク、社会的リスクもあっ

て、中国路線をあまり重要視するのは、何

かあったときのリスク対策も必要じゃない

んですかということを申し上げた記憶があ

るんです。 

 そういったことを考えると、その620万

人の内訳が、多分今は――ＴＳＭＣの進出

もその当時は決まっていませんでしたの

で、それによって大きく変わったと思うん

ですが、やっぱりそういったところも、ま

あ公に話をされているかどうか別にして、

そこのもともとの中の積み上げの部分です

よね。というのは、ある程度庁内の中でき

ちんと話をされて変わっていくのかという

ところは行われているかどうか、ちょっと

聞きたいと思います 

 空港の利用者についても、今年度見る

と、もう400万人を超えそうなので、そう

すると、空港の利用者数からすると、多分

ベストテンに入ってくるような気がするん

ですね。今までは、仙台空港が多分ベスト

テン、後は神戸空港がそれに次ぐ、で、熊

本空港がそれに近いような感じだったと思

うんですけれども、そうすると、まさに本

当に数的にも全国のベストテンに入って、

九州では福岡、那覇、鹿児島に次ぐ４番目

になるのかな。そういった意味では、非常

にこれからも伸びていくと思いますので。 

 私が心配しているのは、空港の規模がそ

の伸びに、空港の整備のスピードとその利

用者の数、伸びていくスピードがきちんと

整合しているかどうか。ということは、数

が先に増えてしまうと、今の空港のキャ

パ、やっている機能でその増えた分をきち

んと対応できるかどうか、そういうところ

も意識してやっていこうとされているの

か、その辺も聞かせていただければと思い

ます。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 まず１点、最近の様々な国際情勢を踏ま

えた形での航空路線の戦略張りといいます

か、そこの庁内でのバランスの検討という

ことでございますけれども、この路線をど

ういうふうに張って、実際、今、目標と掲

げている622万人台まで持っていくのかと

いうことにつきましては、これまで、やは

り中国のこの本土便も、事実としては念頭

に置いた上で積み上げてきたというところ

であります。 

 これだけのリスクも今現状あるというこ

とを踏まえて、ここは慎重にやっていく必
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要があると我々も認識をしてございます

し、その上で、改めてその路線ネットワー

クをその時々、これはちょっと柔軟にとい

うことでございますけれども、熊本国際空

港株式会社と連携をして、そのネットワー

クをきちんともう一回見直したりですと

か、どこを狙っていくことによってさらに

輸送力を上げていくのかということは、我

々としても考えていきたいと。そこは、よ

くコミュニケーションを取ってやっている

ところですので、今後も引き続きやってい

きたいという考えでございます。 

 もう１点、実際、空港施設の利用に応じ

て、設備の整備スピードが間に合っている

のかという御指摘もいただきました。 

 その点、足元では現状、国際線がここま

で伸びるベースというのは、かなり急速で

あった部分はありますけれども、空港会社

においても、現状、今までは同じ時間帯に

２便が降りるのが実はさばく容量としては

限界だったものを、2025年度末までにベル

トコンベアを延伸したり荷さばき場を改良

する、また、カウンターも広げるというこ

とで、３便まで広げるという形で今努力を

いただいております。 

 今後、さらに増えていくことを見据えれ

ば、追加的な投資も必要になってくる部分

はあろうかと思いますので、そこは引き続

き、我々からも空港会社に対しての働きか

け、コミュニケーションを取りながら、そ

こがきちんと追いつくようにというか、利

用者の方に御不満を抱かれないように、我

々としても取組を進めてまいりたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員 ありがとうございまし

た。 

 今の御説明で、庁内でもそういう環境の

変化に合わせていろいろ対応していただい

いるというのがよく分かったので、今後も

続けていただければと思っております。 

 ただ、１つ私が心配しているのは、もと

もとは熊本空港自体は県の関わりが非常に

強かったので、県の意向というのは物すご

くストレートに反映できたと思うんです

が、いわゆるコンセッション方式になっ

て、いわゆる民間、もう本当熊本県のいわ

ゆるその株式の持ち分というのは１％か２

％ぐらいなので、そういったところが県の

考え方と民間としての考え方がきちんと整

合していけるかどうかというのは、計画を

立てられたときとはちょっと違うのかなと

は思っているんです。その辺も踏まえて、

いい関係をつくってやっていただきたいと

思います。 

 空港ライナーについては、これは、すみ

ません、私見ですけれども、少し述べさせ

てもらうと、私が仕事で使おうとした場

合、私、サラリーマンのときもいろいろ出

張もしていたんですけれども、そのときっ

てやっぱり一番重要なのは時間なんです

よ。そのときに、幾ら無料だとしても、２

便も３便も待たされるということになる

と、やっぱりそこは印象はよくないです。

で、無償だけど２便待たんばいかんなら、

もうタクシー使おうかみたいな話になるわ

けですよ。 

 そう考えると、先ほど前川委員のお話も

ありましたけれども、まさにその使う側の

満足度という意味では、やはりその交通を

使っている部分の最優先度は何だろうかと

いうところを考えるのも大事で、やはりそ

の定時性ですとか、人が移動しようと思っ

たときに時間どおりにそこに移動できると

いうことをきちんと担保するということは

最優先だと思うので、まあ有償なのか無償

なのかというのは別に、そういったところ

も踏まえて今後も考えていただければなと

思います。 
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 以上です。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 ライナーについても御指摘いただきまし

て、ありがとうございます。 

 定時性がやはり利用時にとって一つ重要

じゃないかと、そのときに、行って乗れな

いケースがあるというのは、これはかなり

リスクだということは我々も認識していま

す。 

 現状、定時性に関しましては、ジャンボ

タクシーで運行いただいているところもあ

りまして、運転士の方のこれはもう経験値

でございますけれども、ちょっと渋滞がか

からない箇所、細道も入りながらうまく何

とか定時性を確保するというところはやっ

ていただいているんですが、御指摘いただ

いたとおり、待たせるといいますか、そこ

に乗り切れないパターンで２便、３便待つ

というのは、やはりその点御不便をおかけ

していると認識をしてございますので、そ

ういった点も含めて、輸送力の強化と、一

方で、当然車両を大型化すればするほど大

きな道しか通れないところもあったりもし

ますので、定時性と輸送力、これのバラン

スというのと、利便性が皆さんにとってど

うかということもよくよく考えながら、事

業者の皆様等々と議論して、改善に努めて

まいりたいと思います。 

 

○池田和貴委員 ありがとうございまし

た。 

 

○髙島和男委員 都市交通マスタープラン

についてお尋ねしたいと思います。 

 御説明では、今年度中に新たなプランを

策定するということでございました。 

 この資料によると、おおむね20年後を目

指していると、こういうのが冒頭に書いて

あるわけですが、確かに、その交通計画と

いうのは、長期間時間軸が必要だというの

はよく分かるんですけれども、20年後とい

いますと、この部屋にいる大方の人は多分

いないわけですね。そういう中で、こうい

うやっぱり長期の計画というのは、往々に

して責任とか検証が曖昧になっていくんじ

ゃないかと、私は、その結果が今日にある

のかなというふうに、個人的にこれは思っ

ているところでもあります。 

 そうならないために、この２ページの下

にあるモニタリングという機関が設けられ

ているんだろうと思うんですけれども、そ

ういうことを含めて、そのモニタリングの

機関がどういう役割を果たしていくのか、

そして、この計画を形骸化しないために

は、どのように担保するんだと、こういう

ふうにやるんだというようなことをぜひ御

説明いただきたいと思います。 

 

○高橋都市計画課長 確かに、次期マスタ

ープランにつきましては、その前のマスタ

ープランは大体おおむね20年の計画になっ

ています。前回のマスタープランから10年

たって、社会情勢の変化とか多々ございま

したので、それを踏まえて、今回改めて、

中間になりますけれども、見直しをかけて

いくと。 

 実は、今回の計画も、基本的には20年先

を見越したところで計画を策定しています

けれども、御指摘のとおり、今までの計画

についても少し今回の中で反省をしまし

て、なぜうまく達成してないところもある

のかとか、そういう点もありましたので、

改めてこういうモニタリング機関を設け

て、きちんと毎年毎年検証しながら、さら

には修正もかけていかないといけないと思

いますので、その当たりをきっちり組織立

てをしましてやっていこうと考えてござい

ます。 
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 具体的にどういう組織立てかというの

は、今後策定しまして、次にアクションプ

ランをつくりますので、その過程の中でど

ういう――余りにも会議体だけ普通につく

っても意味がないものですから、おっしゃ

るとおり、実効性を担保するためにはどう

いうのが望ましいかと、もともと協議会が

ございますので、マスタープランをつくる

策として、それをベースとしながらも実効

性が担保できる形づくりをしていきたいと

考えておるところでございます。 

 

○髙島和男委員 しっかり担保していただ

きたいというのが１つと、その責任をやは

り明確にするためにも、私は、年次単位、

今課長もおっしゃいましたけれども、年次

単位でやっぱり進捗の公開をすることが私

は大事だろうと思っています。そして、数

値をきちんと指標にすることによって客観

的な評価をする、これも大事なことだと思

いますし、そして、我々議会に対しても、

年に１回定期的な報告というものをぜひお

願いしたいと思いますが、いかがでしょう

か。 

 

○高橋都市計画課長 ありがとうございま

す。 

 確かに、おっしゃるとおり、進み具合を

県民、市民の方に見える形できちんと御報

告する必要はあると思いますし、その辺り

のやり方についても、今ちょっと並行して

議論させていただいているところなんです

が、またそれが決まりましたら、改めて御

報告させていただきたいと思います。 

 

○髙島和男委員 ぜひお願いしたいと思い

ます。 

 続けて、委員長、もう１点いいですか。 

 

○橋口海平委員長 はい。 

 

○髙島和男委員 ２ページのこの計画の目

標でございます。 

 この一番上に、公共交通機関の利用を２

倍にするということがまず書いてありま

す。そして、渋滞の解消を半減するんだと

いうことも記載をされておるわけでござい

ますが、短絡的かもしれませんけれども、

これに合わせて道路の整備も同時に進めて

いくわけですね。そして、なおかつ、人口

減少は人口減少で進んでいくわけです。 

 渋滞箇所が減れば、道路整備が進めば、

車の需要というのは私は増えるんじゃない

かなと思っております。車の需要、便利に

なればです。渋滞も減る、道路整備も進む

ということであれば、なら車で行こうとい

うことになる。そうなると、公共交通機関

に移行するというのは、ちょっと何か非常

に相反するようなお話になりゃせんか、両

立するのはちょっと難しいんじゃないかな

というふうに考えたんですが、そこは課長

はどんなお考えでしょうか。 

 

○高橋都市計画課長 御指摘のとおり、こ

の計画を策定する中で、様々な方々と御議

論する中で、そういうお話もありました。

道路を整備すれば、車はそっちをみんな使

うんじゃないのか、もともと車社会なんだ

からと。 

 それは確かに一つの事実でございますけ

れども、今我々がしようとしているのは、

そうではありますけれども、公共交通のほ

うにきちんと、バスとか電車、鉄道系にち

ゃんと転換して、そうやって、それと合わ

せ技で道路整備を進めていくということ

で、まずポイントとしましては、車も自動

運転とかありますけれども、誰もがいつま

でも車に頼った社会というのは、非常に厳

しいと思います。 

 そのためには、どうしても公共交通が背
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骨となって、きちんとしっかりした、都市

の中にないことには進みませんので、そこ

ら辺はちゃんとバランスを取りながら進め

ていこうという形で、特に今回は、公共交

通をいかに増やしていくか、土台をきちん

と固めていくかということに重きを置いて

考えているところでございます。 

 

○髙島和男委員 ２倍と半減と、非常にや

っぱり難しい、高い目標を設定していらっ

しゃるので、私もしっかりとこの件は注視

していきたいと思います。よろしくお願い

したいと思います。 

 以上です。 

 

○南部隼平委員 先ほどのマスタープラン

の状況について、２ページで、今髙島委員

が言われていた目標値のところで、公共交

通２倍と渋滞の半減というところは、これ

はトップ会談でも市長、知事の共通認識と

して言われておりますので、非常にいいな

というふうに思うんですけれども、(5)の

効果について、時間がですね、例えば熊本

駅から熊本空港まで、今60分から80分が、

55分から75分、５分しか短縮をしてない。 

 これは、公共交通の利用が２倍になっ

て、もし、例えば――具体的にはアクショ

ンプランは来年ということですけれども、

例えばバスレーンを増設したり、そういっ

たことで時間も短縮する。そして、恐ら

く、先ほど池田委員が言われた定時性の部

分ですね。定時性の部分も幅が少し狭くな

ってくる。ある程度は定時性を保った上で

できてくるんじゃないかなと思うんですけ

れども、幅もあまり変わらず、時間も５分

しか短縮しないということで、これはどう

いう意味なのかなと疑問に思ったので、質

問させていただきます。 

 

○高橋都市計画課長 まず、こちらの元の

数字、60分から80分というのは、令和５年

に調査したときのトリップ調査に基づい

て、それぞれのトリップで動いたときにど

のくらいかかったかというのを表していま

す。 

 それと、次の55分から75分というのは、

今提案させてもらっている施策をいわゆる

ネット上に載せたときに、どう変わって、

車がどう進みやすくなったかというところ

を入れたところで計算しておりまして、で

すから、５分しか違わないんじゃないのか

とおっしゃれば、そのとおりかもしれませ

んけれども、少なくとも全体的には時間は

短縮されているというところで、その辺の

表現についても、今検討はするんですけれ

ども、現状としてはこういう形での表現に

なっております。 

 

○南部隼平委員 ありがとうございます。 

 目標値としても、非常に大変な目標であ

るというふうには、私ももちろん認識をし

ているところです。 

 この数字も、そういうふうにデータで示

されたものというところですので、ただ、

20年――これは20年を想定しているのかち

ょっと分からないんですけれども、20年で

そのぐらいだと、なかなか渋滞解消という

ことには、なかなか県民の皆さんとしても

時間がないんじゃないかなというふうに思

いますので、ぜひ、車からの代替というと

ころ、これは地域公共交通計画のほうでも

今回新たにそういった都市圏の渋滞に関し

ても関わってきますので、ぜひ、部署を超

えて連携をして、達成に向けて、先ほど言

われた検証も含めて、頑張っていただきた

いと思います。要望でいいです。 

 以上になります。 

 

○岩中伸司委員 議論もされたんですが、

空港ライナーの件についてお尋ねをいたし
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ますけれども、空港ライナーは、これまで

もかなり事業として進められているんです

が、なぜこれは無料で――当初はですね、

試験運行というときに私も議員でいたの

で、試験運行で進めるのかなと思ったんで

すが、ここの51ページに説明されていると

おり、本格運行へ移行したこの2017年４月

１日以降でもこれは無料でやるということ

で、ある意味ではこれは非常に大問題。全

国にこういう公共交通で無料でやっている

ところはどこかありますか。無料で運行し

ている場所、御存じでしたら。 

 

○牧野交通政策課長 委員御指摘いただき

ました点につきましてですけれども、空港

の関係、今回、空港ライナーにつきまして

は、大空港構想ですね、空港の敷地のみな

らず、その周辺地域も含めたそこを広く空

港と捉えることによって、利用者の皆様の

利便性、それから地域の発展につなげてい

くということでございますけれども、その

中で、空港サービスという位置づけでこれ

まで空港ライナーについては運行してきた

ところでございます。 

 その関係でいきますと、例えば、成田空

港でも、ターミナル間を結ぶシャトルバス

につきましては無料で運行しているものも

ございますし、羽田空港のターミナルも同

様でございますので、そういったものが、

空港サービスの一環という形であれば、こ

れも存在しているという状況でございま

す。 

 

○岩中伸司委員 そうしたら、当初私も聞

いたんですね。ターミナル空港として肥後

大津駅も空港の中に含むという、極端に言

えばですね、こういう感じで無料ができた

とおっしゃったんですが、現実的には、ア

クセス鉄道ができたら鉄道も無料に当然な

るんですね。 

 

○牧野交通政策課長 大空港構想の思想と

しては、そういったところを目指すという

ことでこれまで取り組んできたところでご

ざいます。空港サービス、それからこの鉄

道事業、当然事業費ですとか、これからの

ことも含めつつ、また、その輸送力、さら

には利用者の方の利便性、今回の関係でい

きますと、特に空港ライナーは肥後大津駅

までの間を結ぶという形でやっております

けれども、空港アクセス鉄道は、同区間、

延伸はそういった形で進んでいくことにな

りますが、基本的には、利用者の方々は、

やはり熊本の中心部から公共交通として皆

様、豊肥本線からさらにアクセス鉄道１本

で乗られる。そういうところでいくと、比

較対象としては、例えばリムジンバスと鉄

道をどうするのかなど、そういう基軸でき

ちんと捉え直す必要があると我々は感じて

おりまして、今回、その在り方を整理する

という話をさせていただいているところで

ございます。 

 

○岩中伸司委員 理屈は分かるんですよ。

おっしゃることは分からないでもないんで

す。それは当たり前かなという感じはする

んですけれども、私は、この空港ライナー

を利用されている人たちが、本格運行へ移

ったときくらいには有料になるのかなとい

う感じも持っていたんですけれども、依然

として――この説明でも、51ページの最後

のほうにも、空港ライナーの今後の問題に

ついても、引き続き安全運行、定時性の確

保に努めるということだけで、有料の一言

もないんでですね。 

 私は、やっぱりこれは、本当に、今の

県、幾らぐらい負担をしているのかなと思

うんですけれども、これまでトータルすれ

ば結構――どこかに資料はあったんですけ

ど。 
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○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 まず、令和７年度の県の負担ということ

で申し上げますと、協議会全体では5,000

万円ほどでございますけれども、そのうち

の3,700万円ほどを県が負担しているとい

う状態です。 

 年々その委託費というのは増えてきてい

ますけれども、毎年度、そういった形の負

担が生じてきているというところでござい

ます。 

 一方で、御指摘いただいたとおり、なか

なかこれまで無料運行していた部分との整

合性や、今後どうしていくのかという御指

摘もいろいろ御意見いただいているところ

ですが、これまでは空港サービスの一環と

してあくまでもやってきた部分であるもの

の、このアクセス鉄道の整備がより現実性

を持って我々としても捉えられるようにな

ってきた部分もございますので、そういっ

たものを全体として見渡したときに、今後

空港にどうアクセスしていくのか、そこの

位置づけとして、さらに空港アクセス鉄道

ができたところを見据えたときに、利用い

ただく際のこの鉄道から１本で極力結んで

いくようなルートとしての公共交通として

いま一度見直すということも今話合いで考

えていますので、有料化も見据えてきちん

と議論していきたいと考えております。 

 

○岩中伸司委員 有料化も見据えて検討し

ていくということですけれども、先ほどか

ら利用者側のことを言われました、２便、

３便と遅れる場合もあるとか。 

 無料で利用している人が、そのことに対

して文句を言ったり、とんでもないことだ

なと、ただで空港まで送っているのに遅れ

る何のって、タクシーで行くって、それは

当たり前だと思うんです。 

 だから、これはもうスタートしたときか

ら私はずっと疑問を持っていたんですけれ

ども、やっぱりきちんと有料で――ボラン

ティアでやってるんじゃないんですよ。県

民の大切な税金を使ってそういうことをや

って、それに対してまた問題が山のように

起きてくるということはやっぱりいかぬな

と。 

 アクセス鉄道についても、本当は時間が

あればもっと聞きたいんですが、ＪＲとの

話がかなり進んできていると思うんです。

本当に必要でそこがあるなら、ＪＲに全部

任せて、ＪＲが営業すれば一番いいと思う

んですけれども、全部県がやっぱり費用を

使ってやっているということなので、非常

にこの問題については納得いかないところ

もあるなということで、また私も勉強し直

します。よろしくお願いします。 

 

○牧野交通政策課長 岩中委員から毎度御

指摘もいただいているところ、当然認識を

してございます。 

 その中で、利用者の方々から、無料であ

りながら様々なお声をいただくという状況

もございますけれども、やはりきちんとサ

ービスを提供する以上は、それ相応の責任

を持ってやらなければいけないという部分

もございますし、また、その一方で、事業

者の方がかなり御努力をいただいて何とか

これまで維持してきたという部分もござい

ますので、様々な事情ございますけれど

も、そういった御意見をいただきながら、

よりよい方向に持っていきたいと、取り組

みたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

 

○藤川隆夫委員 先ほどの都市圏の交通マ

スタープラン並びに都市圏の交通渋滞に戻

るんですけれども、この問題自体は、実

は、トップ会談で大西市長と木村知事のほ
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うでされてはいるものの、市の各課、各部

の動き並びに議会の動き等というのがなか

なか我々に見えてこない部分があって、大

部分においてこの都市圏の渋滞の解消には

熊本市の役割というのは極めて大きいとい

うふうに考えておりますので、その部分が

恐らく把握はあまりされてないと思うんで

すけれども、できればそのような情報をき

ちっとこの委員会の中に、別添でも構いま

せんので、熊本市議会並びに熊本市がどの

ような形で県と共同しながらこの渋滞解消

あるいはマスタープランの計画を先に進め

ていくかというのが見えるような形にして

もらえればと考えております。 

 これは、何かあれば、また、要望という

形でも構いませんけれども、お願いしま

す。 

 

○富永企画振興部長 まず、都市圏の交通

渋滞の対策につきましては、熊本市との連

携が重要であることは、これはもう言うま

でもないことであります。 

 そして、熊本市と私も、直接相手方の局

長、部長などともよく話をしております

し、担当レベルで情報交換は適時やってお

ります。 

 一方では、来週の渋滞解消推進本部など

のそういう様々な機会においても、また、

この県議会の場におきましても、熊本市の

取組も含めて、県の渋滞対策がどのように

なっているか、その全体像をしっかりと示

していくことが非常に分かりやすいと思い

ますので、いただいた御指摘もしっかりと

踏まえて、情報連携をしっかりすること、

そして発信のほうも工夫していきたいと考

えております。 

 

○菰田土木部長 すみません。土木部でご

ざいます。 

 今、企画振興部長のほうからもお話あり

ましたとおり、土木部としても、熊本市の

道路都市局と非常に連携は不可欠というこ

とで、担当レベルもそうですけれども、各

課長、部長レベルとも連携強化して進めて

います。 

 熊本市の渋滞対策については、やはり都

市圏の、特に熊本市については、市の取組

が不可欠でございます。郡部中心の県が幾

ら頑張っても、それが改善するわけではご

ざいませんので、そういった意味では、ど

ういう整備の在り方が効果として高いの

か、どういう効率性がいいのかということ

も踏まえて、単純に県がやるだけ、市がや

るだけではなくて、連携して取り組んでお

りますので、その辺りも見せていきたいと

思っております。 

 以上でございます。 

 

○藤川隆夫委員 非常に県、市の連携とい

うのはやっぱり極めて重要だし、逆に言う

と、その市の動きが、さっき言ったよう

に、ちょっとなかなか見えない部分がある

ので、議会の動きも全くよく分からない部

分があるので、それを含めてぜひまた情報

を我々のこの県議会のこの委員会の中で発

信していただければと思いますし、これか

らも連携を強めながらこの都市圏の渋滞解

消に努めていっていただければと思います

ので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○髙木健次委員 今の藤川委員の質問に関

連するんですけれども、私は県北の地元、

合志市にいますけれども、管内では特に渋

滞だ渋滞だという話もして、国も県もあま

り何もやってないような感じが受けられる

ところがあるんです。 

 ただ、僕らはやっぱり地元の県議とし

て、いろんなところで、この渋滞は国も県

も一生懸命やっていますよと、特に、先ほ
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ど県警の課長からもお話がありましたとお

り、いろんなところで調査もやっている

し、どんどんどんどんいろんなところの改

造、改革をしながら進めてきていると。 

 そういうことからすると、この中九州横

断道路が今整備に入っていますよね。これ

は、熊本市を含めて、この県北の渋滞も、

いわゆるこのＴＳＭＣの進出によって渋滞

に拍車がかかっているというような状況だ

とも思うんです。 

 ただ、県も一生懸命やっておられる。県

北広域本部、合志市を含めて一生懸命頑張

っておられるわけです。だから、どこに行

っても、住民の方たちも渋滞だ、渋滞だと

言われるけれども、ねぎらいも私はやって

やらないといけない部分もあるんだなと思

うんです。至るところでそういうことを説

明しながら一生懸命やっています。 

 例えば、合志インターまで、あと３年で

開通しますとか、そういうことも含めて、

一生懸命地元でもそういう話をしています

けれども、今までもやっぱり県とか国に対

するその辺のねぎらいがあまり出てこな

い。何をやってるんだ、遅いぞ、遅いぞ

と。ただ、中九州横断道路の整備は、もう

本当に急ピッチで進んでいますね。だか

ら、これはしっかりと、今藤川委員の話で

もありましたとおり、その辺の周知をしっ

かりと、何年度までにここまで完成します

よとか、こういう整備ができますとか。 

 菊陽から３本県道が上がってきますけれ

ども、これは４車線化、３本とも。そし

て、それも立体交差。ある程度の皆さんは

分かっている人もおられるけれども、分か

ってない人がほとんどなんです。これだけ

の大がかりな事業をやっているんですと、

渋滞解消に向けてということをしっかり県

もアピールをしてほしいと思うんです。 

 だから、その辺は、県全体にこういうこ

とをやっているということを知らしめる努

力というのもしてほしいと思うんです。そ

の辺、どなたでもいいですけど。 

 

○菰田土木部長 御意見ありがとうござい

ます。 

 今言われるように、国、県、地元市町村

を含めて、一生懸命道路施策や公共交通施

策に取り組んでおりますけれども、その辺

のＰＲが不足していることが、いわゆる県

民の皆さんの不満とか不安とか、そういっ

たものにつながっているというふうに思っ

ております。 

 我々の広報の在り方を含めて、いろんな

意味でやっていること、例えば立て看板を

設置するとか、そういう努力もいろいろ検

討して、周知に努めていきたいと思ってお

ります。 

 いろいろ御意見はあるかと思います。我

々でできることを一生懸命頑張ってまいり

たいと思いますので、今後とも御支援のほ

どよろしくお願いしたいと思います。 

 

○髙木健次委員 関連して、大津植木線の

バイパスが20日に開通します。これも、時

間的には随分かかりました。本当に、こう

いう状況の中で県も頑張っていただいて、

やっと20日に日の目を見ることができま

す。こういうことを、20日に開通しますと

いう看板も出ておりますけれども、ああい

うのを地域の人たちは、見ている人もいて

るけれども、分からない人ばかり。 

 ですから、初めて私も皆さんへのねぎら

いを言っていますけれども、一生懸命やっ

てもらう姿に大変感銘しておりますから、

その辺皆さんどうぞ頑張っていただきます

ように、私からもお願いしておきたいと思

っております。周知徹底を今まで以上にど

んどんどんどんやってください。そういう

ことです。 

 以上です。 
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○橋口海平委員長 ほかにございません

か。 

 

○前田憲秀委員 すみません、ちょっと話

が戻ります。説明資料40ページ、牧野課

長。 

 アウトバウンドの利用促進を図るために

という御説明がありました。簡単にもう少

し内容を教えていただきたいと思います。 

 

○牧野交通政策課長 アウトバウンドの利

用促進ということで、当然、今、国際線の

関係、もう大半をインバウンドの方に御利

用いただいているという状況がございます

けれども、相手方航空会社との協議の中で

も、やはりその中でも、当然一気にバラン

スするのは難しいのは分かるんだけれど

も、より熊本からも出すように、人が乗っ

ていただけるようにやっていただけないか

という、いろんなお話を聞いているところ

でございます。 

 その中で、この11月から、本県から今回

初めて海外旅行に出る方を後押しするとい

うことで、海外旅行に際して、パスポート

を今回取って海外に行かれた方に対して、

１人１万円の支援、それから、本県の就航

地から乗り継ぎ便、トランジットで海外に

行かれる際には、１人当たり5,000円を支

援させていただく。それぞれデジタルギフ

トという形で支援させていただくキャンペ

ーンを今実施させていただいているという

状況でございます。 

 

○前田憲秀委員 ありがとうございまし

た。 

 アウトバウンド、先ほど、前川委員、池

田委員からもあったように、私も重要だと

思いますけれども、今の時間帯からすれ

ば、非常にこっちから向こうに行くという

のは、不便な時間帯なんですよね。 

 これは、例えば、今、熊本県民の人が福

岡空港から仁川経由だとか、羽田からどっ

か海外に行く、そういう人たちを熊本から

も行けるようにしようじゃないかという流

れでいいんですかね。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 今現状、なかなかインバウンドのほうが

主軸になっているところがあって、そちら

のほうのダイヤを優先に組まれている事実

は、確かに一面あると思っていますけれど

も、その中でもやはり福岡や羽田にわざわ

ざ出て行かれるよりは、やはり熊本から皆

さん海外に出ていただきたい、特に県民の

方中心にとにかく行っていただきたいとい

うことで、今回、そういった取組を進めさ

せていただいているものでございます。 

 

○前田憲秀委員 ぜひ取り組んでいただき

たいのと、本県から初めて海外旅行なんて

ケチらないでですね、考えて熊本から海外

に行ってみようじゃないかという人にも、

やっぱり支援の幅を広げていただきたいと

いうのもあります。 

 熊本から夕方の便で台北に向かって、そ

して深夜に欧米なり北米なりという路線も

十分、商品でもあると思います。そういう

のが充実してくれば、また向こうからこっ

ちに来るルートも確保できるんじゃないか

なと思っていますので、これは目標を持っ

てぜひやっていただきたいと思います。 

 特別委員会で10月に管外視察に行ったと

きに、宮崎県がたしかパスポートの取得の

支援をやっていて、いいことだなと思って

いたら、熊本もそういうことだったので、

初めてとかあんまり条件をつけずに、皆さ

んが熊本から海外に行ってみようじゃない

かというきっかけづくりになるようにです
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ね。キャンペーンということなので、限り

もあるんでしょうけれども、２段、３段と

いろいろ遂行してやっていただけたらと思

います。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 すみません。ちょっと私、初めてという

ところを強調し過ぎましたけれども、例え

ばパスポートの期限が切れた方が今回取得

をされるケースも対象に含んでおりますけ

れども、まずはやはり今まで特に行ったこ

とがない方、熊本県、どうしてもパスポー

トの取得比率が10％ちょっとにとどまって

いるという部分もございましたので、まず

そこの方々にパスポートを取っていただい

て、外を向いていただくということの後押

しをまずやってみて、その上で、その状況

を見ながら、委員御指摘いただいたよう

な、支援対象をさらに広げてはどうかとい

うところも見据えてやっていきたいと考え

てございます。 

 

○前田憲秀委員 パスポートの取得率の話

もありました。熊本県は非常に低いという

ことで、若い人にはとにかく海外に行って

いただきたいというのは別の部分での思い

もありますし、しっかり温めて充実してい

ただきたいなと思います。よろしくお願い

します。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございませんか。 

 

○星野愛斗委員 すみません。空港アクセ

ス鉄道についてです。 

 49ページになりますが、これは以前お話

があった、空港から熊本駅までの快速の時

間が発表されてですね、地元で聞いた声

で、そんなにインパクトがなかった、思っ

たよりはというところがありまして、あ

と、私が今住んでいるのが熊本駅の１個下

の西熊本駅近くなんですが、大体車で行く

と、普通40～50分ぐらいで行けるんですけ

れども、ちょっと聞いたのが、空港まで直

通でばんと１本で行ってしまえば、30分ぐ

らいで行けるんじゃないかというところ

で、それがないと、ダイヤの関係もあるの

で、やっぱりどうしても車を選んじゃうか

なっていうような声もあったので、何かそ

ういう、もう少し直通で行けるような路線

というのは、選択肢にあったりするのかな

っていうのが１点お聞きしたい。それか

ら、32ページで、旅客数、これは非常に好

調、特に国際線が非常に好調なんですが、

前々から話題に上がっていたところで、国

際線の待合室のところが、もう座るところ

がないぐらいぱんぱんだというような話が

あったかと思います。それは、今、改善の

めどは立ったのか、この２点をお聞きした

いと思います。 

 

○宮原空港アクセス鉄道整備推進課長 空

港アクセス鉄道整備推進課でございます。 

 快速の時間設定につきまして、インパク

トがまだ弱いんじゃないかという声でござ

いまして、今回、この運行時間の試算に当

たりましては、現時点で特急が止まる駅、

こちらに止まった前提ということで試算を

しておりまして、実際には、また、開業時

点におきましては、ＪＲ九州と協議をいた

しまして、さらなる快速といいますか、そ

ういったことも検討は確かに必要ではない

かなという認識はございますので、事業の

進捗の度合いによりまして、そういったと

ころは御指摘を踏まえて検討してまいりた

いと思っております。 

 現時点で申しますと、令和４年度におい

ては普通便しかなかったものが、まずは快

速を設定できたというところまで今来てお

りまして、それをさらに快速化できる、高
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速化できる取組につきましては、今後また

検討していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○牧野交通政策課長 交通政策課でござい

ます。 

 空港の、特に国際線の利用が増えるに当

たって、この待合の状況ということをお伺

いいただきました。 

 待合のスペースにつきましては、本年の

３月でございますけれども、待合場の椅子

の増設も行って、何とか皆様が少なくとも

立って搭乗まで待つことがないように取組

を進めていただいております。今後、当

然、路線がどんどん増えて、さらに利用者

が増えるということになれば、またその既

存のキャパシティでは受け切れない部分が

出てこようと思いますので、その点は、引

き続き熊本国際空港と連携をして、利用者

の方がきちんとそういった中でも安心して

利用時間を過ごしていただけるような空間

にするように、我々も働きかけをしていき

たいと思っております。 

 

○星野愛斗委員 ありがとうございます。 

 このダイヤについて、検討していただけ

るということで、前向きに検討していただ

きたいと思います。 

 やっぱりこの公共交通、２倍のこの目標

の中で、どうしても車かなっていうところ

があると、やっぱりこの渋滞もなかなか解

消されにくいですし、公共交通への移行と

いうのもなかなか進まない。やっぱり速く

て車なんかより全然便利だって思わない

と、県民の方の意識の変容というのも起き

ないからですね。前向きに検討いただけれ

ばと思います。要望です。 

 もう１つ、国際線の待合室、椅子を増や

していただいているということで、ありが

たいと思います。 

 やっぱり、これは、立っていたり、なか

なか使いにくい、疲れるな、そういったこ

とがあれば、やっぱりどうしてもお隣の福

岡のほうに行かれてしまう、なかなか新幹

線も今発達しているからですね、使われて

しまうと思いますから、この熊本空港、ビ

ジネスでも観光でも、使い心地のいい体験

をしていただくことが今後にもつながると

思いますので、引き続きこちらも改善を検

討していただければと思います。ありがと

うございます。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございませんか。 

  (「ありません」と呼ぶ者あり) 

○橋口海平委員長 なければ、質疑はこれ

で終了いたします。 

 次に、議題２、付託調査事件の閉会中の

継続審査についてお諮りします。 

 本委員会に付託の調査事件については、

引き続き審査する必要があると認められます

ので、本委員会を次期定例会まで継続する

旨、会議規則第82条の規定に基づき、議長に

申し出ることとしてよろしいでしょうか。 

  (「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○橋口海平委員長 異議なしと認め、その

ようにいたします。 

 その他として、何かありませんか。 

 ほかになければ、本日の委員会はこれで

閉会いたします。 

 お疲れさまでした。 

  午前11時44分閉会 
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